
【新しい研究枠組みの導入】
健康寿命の延伸という観点から、健康負荷が大きく、かつ研究の推進による健康負荷の軽減効果が大きいと考えられる糖尿病や心の
健康等の分野については、これまでの公募型、指定型という枠組みを越えて、規模の大きい戦略研究（仮称）という枠組みを導入する。
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健康フロンティア戦略におけるがん対策研究の位置づけ

【基本的考え方】
○新しい技術の開発やその臨床応用、既存技術の普及にバランスよく投資
○医療や介護の現場を支える各種技術の開発と普及を推進

推進する具体的研究

健康フロンティア戦略科学技術ロードマップ
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科学技術上の課題・目指すべき方向
５～１０年後の姿

がん、心疾患、脳卒中、
糖尿病等の生活習慣病
の画期的な予防・治療・
診断法が開発される。
特にがんについては、
医療の均てん化、ＱＯＬ
の向上が図られる。
こころの疾患が減少し、
自殺者数も大幅に減少
している。
老化を抑制する方法
が明らかになる。
痴呆について、発症・
進展を大幅に遅延させ
ることが可能になる。
被介護者の自立を助
ける技術・介護者を支え
る技術が開発され、介護
負担の軽減が図られる。
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老化の環境要因及び抑制機構を解
明する研究、老化抑制機構活性化の
研究等を推進

痴呆の予防、診断（画像診断）法、治
療法に関する研究推進

痴呆の進行度に応じたリハビリ技術
の確立

介護予防・介護技術（痴呆を含む）の研究
介護支援ロボットの開発
身体機能を補助・代替する機器の開発
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革新的な予防、診断、治療法の開発
質の高い多施設共同研究推進
機能温存等ＱＯＬ向上のための研究
開発

ハイリスク者への予防法確立
質の高い多施設共同研究推進
糖尿病合併症の予防、診断、治療
法の確立

骨折リスクの計測手法の開発
骨折予防プロテクタ等の開発
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精神障害者の実態を明らかにし、職
場のメンタルヘルスやＡＣＴ等の介入
効果を解明

がんの５年生存率を ２０％改善
心疾患の死亡率を ２５％改善
脳卒中の死亡率を ２５％改善
糖尿病の発生率を ２０％改善
要介護者の減少 「７人に１人」を

「１０人に１人」へ
＊目標について各種施策の総合的
な効果により達成される
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【全体目標】
○健康寿命の延伸の技術的基盤の整備
○国民ひとりひとりが技術の進歩を実感

我が国の死因第１位。
第三次がん克服１０
カ年戦略のさらなる
推進

我が国の死因第２・３
位。画期的予防・診断・
治療法の開発

患者数の増加、重症化
への対策の全体像作
成と研究の位置づけの
明確化

うつ病などの感情障害
患者数及び自殺者の
増加への対応

老化及び老化抑制機
構の解明を更に進める

アルツハイマー型痴呆
の成因・予防法の更な
る解明。リハビリ技術
の開発。

骨粗鬆症の病態解明。
転倒予防法の開発や
骨折リスク軽減法の開
発

要介護者の失われた
身体機能を補助、・代
替する機器、介護者の
負担軽減に資する機器
の開発
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到達目標

治験段階
まで進展
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を目指す

我が国のこれからのがん関連研究〔クリティカルパス・リサーチの政策的振興〕
～実用化・臨床応用の観点から、迅速かつ安全な医薬品・機器開発を一層推進する基盤整備～
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がんTR事業

○基盤研究の成果を、革新的な予防・診断・治療技術として結実
○医療経済的に効率のよい、予防・診断・治療法の開発を促進

≪厚生労働省≫

①医学的妥当性の検証

膨大な基礎的成果から、臨床
応用可能なシーズを選別し、
ヒトへの応用を目指した技術
移転の戦略を立案。

<取り組みの例>
○戦略的研究課題の設定
○臨床現場のニーズ分析
○研究の場からの課題提案

②治験等の基盤整備

有効性・安全性、薬用量・動
態の確認等、実用医薬品と
しての効果を検証する試験
を計画的に実施。

<取り組みの例>
○安全・倫理性の担保
○審査承認プロセスの評価や
ガイドラインの整備
○計画的な試験実施支援

③一般使用の妥当性検証

市場調査や安全対策等、一般
使用に向けた実用システムの
開発・基盤整備を着実に実施。

<取り組みの例>
○評価ガイドライン等の整備
○副作用報告・安全情報や、
使用状況のモニタリング
○標準診療の質管理システム整備

臨 床 試 験 医薬品として承認

トランスレーショナル・リサーチ（TR）：臨床応用への橋渡し

クリティカルパス・リサーチ：研究成果を迅速に実用化する研究基盤の醸成

（がん関連研究での課題採択方針）

《文部科学省》

前 臨 床 段 階
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文部科学省と厚生労働省の連携体制の構築文部科学省と厚生労働省の連携体制の構築

（個別の研究開発に関する評価）

各々の研究開発制度の研究課題については各制度における評価組織において適切な評価を

実施する。

第３次対がん研究推進会議

第３次対がん総合戦略に関わる各研究開発制度間の連携を図り、臨床応用や医療均てん化を
めざした研究分野に関して、効果的な連携体制の構築など推進方策について調整を行う。

総合科学技術連携施策群
ポストゲノム領域（がんを含む）において、コーディネーターを中心に両省の連携を図る。
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文部科学省文部科学省 厚生労働省厚生労働省第３次対がん総合戦略研究における連携

がん対策推進本部
部局横断的な総合調整を一層促進し、
がん対策全般を総合的に推進する組織

第3次
対がん１０か年
総合戦略

企画運営会議がん研究推進連絡会

＜第1次＞
対がん
１０カ年
総合戦略

・国民のニーズにこたえ、不安を解消
・保健・医療・福祉の第一線までを含む
がんの総合調整を実施

・がん研究の推進
・がん予防の推進
・がん医療の向上とそれを
支える社会環境の整備

＜第2次＞
がん克服
新１０か年
総合戦略


